
令和 3 年度第２回 JSSR国際委員会 議事録

日時：令和 3 年 7 月 21 日(金)20 時－20 時 50 分
場所：web 開催(Zoom ミーティング)
出席：伊東学（担当理事）, 中村雅也（委員長）, 石井賢, 小澤浩司, 川口善治, 酒井大輔,
高橋真治, 高畑雅彦, 宮城正行, 村上英樹, 大和雄, 八木満
松山幸弘（アドバイザー）, 波呂浩孝（アドバイザー）, 千葉一裕（アドバイザー）
欠席：なし

議題
1 報告事項
新委員に関して
新委員として大阪市立大学の玉井孝司先生がご紹介された。

2 審議事項
2.1 SAS2021 の報告
中村委員長より他の参加方法も探ったが予算的な問題もあり難しかったものの、委員の先生方の
ご尽力で成功のうちに終わったことが報告された。

2.2 JSSR2022 に関して
2.2.1 委員会からの海外招聘者提案
松山理事長より、国際員界の海外招聘者の原則が説明された（TSS,KSSS の president,  
今後関係を構築したい方やこれまでにご尽力いただいた方)。また直近２回の本学会に海外招聘者
を呼べなかったため、定員５人より多くを招聘する方向性に関して全会一致で承認された。今回
提示された候補者に加え、リストになかった香港、タイ、インド等の候補者を各委員より今週末
を目処に中村までご連絡いただくこととした。
2.2.2 EPA募集要項
例年通りの募集要項で募集を行うことが確認された。

3 Spine20 について
玉井委員より会の紹介がなされた。
中村委員長より学会に関して費用負担等で検討が必要との指摘がされた。
伊東理事より過去の Spine20 の活動や他の国際学会との関係等が報告された。現時点ではまだ学
会として十分な実績があるとは言えない部分があるが、他の国の学会とある程度強調して行きた
い。政治的な活動という側面が強いが日本は弱い部分でもあり、今後は継続して参加しながら、
JSSR としての方向性を決めていく方針が確認された。9 月開催の SPINE20 はオンラインである
ことから、可能あれば委員にはご参加頂きたい。URL は玉井委員より送付して頂く。

4 ASSIとのオンラインシンポジウム



伊東担当理事よりインドの ASSI において ASS-JSSR 共同セッションという形で、インド側からの
要望のあったテーマに基づいて川口善治先生、水谷潤先生、中島宏彰先生、高畑雅彦先生が講演
予定であることが報告された。またセッションの中でケースディスカッションを行うこと、JSSR
会員は 10 名まで無料で参加できることなどが報告された。


